
ほ
ぼ
中
央
を
南
北
に
国
道
二
四
号
線
橿
原
バ
イ
パ
ス
が
通
り
、
同
じ
く
東
西
に
も
中
和
幹
線
の
走
る

の
が
土
橋
町
で
す
。
二
つ
の
道
路
が
交
わ
る
土
橋
南
交
差
点
は
、
市
内
で
有
数
の
交
通
要
衝
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
八
年
に

藤
原
京

の
西
京
極
と
み
ら
れ
る
西
十
坊
大
路
跡
が
、
こ
の
交
差
点
南
の
バ

イ
パ
ス
沿
い
東
側
で
発
掘
さ
れ
土
橋
町
の
東
半
分
が
、
古
代
に
藤
原
京
の
一
角
を
占
め
て
い
た
こ
と
も

判
明
し
ま
し
た
。

地
名
が
南
都
・
興
福
寺
関
係
の
領
地

土
橋
荘

と
し
て
、
室
町
時
代
前
期
（
一
三

年
代
）
の

各
種
古
文
書
に
登
場
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
同
時
代
の
後
期
（
一
四

年
代
）
に
な
る
と
土
地
の

豪
族
・
越
智
氏
領
地

土
橋
庄

が
、
支
配
の
変
遷
を
示
す
よ
う
に
春
日
神
社
関
係
文
書
に
出
て
き
ま

す
。江

戸
時
代
に
入
っ
て

土
橋
村

と
呼
ば
れ
る
農
村
と
な
り
ま
す
。
宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
年
の
村

明
細
帳
に
よ
り
ま
す
と
当
時
、
村
の
戸
数
が
二

戸
で
人
口
が
八
二
人
。
農
業
の
か
た
わ
ら
男
が
縄
・

俵
・
農
道
具
作
り
、
女
が
木
綿
の
か
せ
繰
り
な
ど
に
い
そ
し
ん
で
い
ま
し
た
（
岡
橋
家
文
書
）。

明
治
一
五
年
ご
ろ
は
、
戸
数
五
八
戸
の
う
ち
商
業
を
兼
ね
る
五
戸
を
除
い
て
残
り
が
専
業
農
家
（
町

村
誌
集
）
で
、
同
一
七
年
の
主
要
産
物
が
米
・
裸
麦
・
ぶ
ど
う
・
綿
実
・
菜
種
（
農
産
物
取
調
表
）
で

す
。
昭
和
三
一
年
に

橿
原
市
土
橋
町

に
な
り
ま
し
た
。

藤
原
京
の
西
京
極
に
位
置


